








                                    ＮＴＴ－Ｑ７７１-１ 技別 13.1－5

【技別 13 とは▼▲の規定が異なる】





                                    ＮＴＴ－Ｑ７７１-１ 技別 13.1－7

遷移が起こった時に起動される。△ 

(4)拒否待【技別 13 に準拠する】 

(5)拒否保留中【技別 13 に準拠する】 

図３－２／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス１オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－３／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス２オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－４／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス３オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

図３－５／ＮＴＴ-Ｑ７７１-１ クラス４オペレーションの状態遷移図【技別 13 に準拠する】 

※但し、「拒否保留中」状態は規定しない。 
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                                 ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ 技別 13.1－10 

ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ トランザクション機能情報要素定義 

 

１．概要  【技別 13 に準拠する】 

２．トランザクション部（Transaction portion)  【技別 13 に準拠する】 

２．１ メッセージ種別（Message type）【技別 13 に準拠する】 

２．２ トランザクションＩＤ（Transaction ID）【技別 13 に準拠する】 

 

２．３ Ｐ-アボート理由（P-Abort Cause）【技別 13 に準拠する】 

※但し、表２－１／ＮＴＴ-Ｑ７７２-１ Ｐ-アボート理由値に対応するＰ-アボートシナリオのマ   

 ッピング例については、規定していない。 

 

２．４ ダイアログ部（Dialogue Portion）【技別 13 に準拠する】 

２．５ コンポーネント部（Component Portion）【技別 13 に準拠する】 

 

▼２．６ ユーザアボート情報（User Abort Information） 

これは、ＴＲユーザが、トランザクションをアボートする時、ユーザ特有の情報を転送するのに用いる。▲ 

【技別 13 では▼▲を規定していない】 

 

３．コンポーネント部（Component portion) 【技別 13 に準拠する】 

 

３．１ コンポーネント種別（Component Type)  【技別 13 に準拠する】 

※但し、コンポーネント種別－結果応答（途中）（Return Result (Not Last)）は規定する。 

 

３．１．１ 起動（Invoke)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．１．２ 結果応答（途中）（Return Result (Not Last)) 

▼ＴＣがコネクションレスネットワークサービスを使用する時、２つのＴＣユーザがユーザデータの分割



                                 ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ 技別 13.1－11 

３．２  起動ＩＤ（Invoke ID)  【技別 13 に準拠する】 

３．３  関連ＩＤ（Linked ID)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．４ オペレーションコード（Operation Code) 

【技別 13 では▽△を規定している】 

 オペレーションコード要素は、起動する正確なオペレーションを示し、起動コンポーネント種別に存在す

る。▽それは、結果がパラメータを含んでいれば、結果応答（最終／途中）にも存在する。△ 

オペレーションコードは、限られた領域の中で、オペレーションをさらに識別するローカル値（すなわち整

数）が付与されるのを可能とする。或いは、それは、全てのアプリケーションに対して、一義的に識別でき

るオペレーションを用意するグローバル値（すなわちオブジェクト識別子）、ということになる。 

 オペレーションやそれらのパラメータの組み合わせの定義である。実際のオペレーションコードは、関連

するアプリケーションサービス要素（ＡＳＥ）仕様で定義される。コンポーネントサブレイヤは、オペレー

ションコード値やパラメータの有無、そしてパラメータ値を、設定或いは検査しない。 

 

３．５ パラメータ（Parameter)  【技別 13 に準拠する】 

３．６  エラーコード（Error Code)  【技別 13 に準拠する】 

３．７ 問題コード（Problem Code)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．１  一般問題（General Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．１．１ 認識不能コンポーネント（Unrecognized Component) 【技別 13 に準拠する】 

３．７．１．２ 不正コンポーネント（Mistyped Component)  【技別 13 に準拠する】 

 

３．７．１．３ 構成誤りコンポーネント（Badly Structured Component) 【技別 13 に準拠する】 

 ※但し、表３－１／ＮＴＴ－Ｑ７７２-１ 一般問題拒否種別に対応する一般問題拒否シナリオのマッピ

ング例については、規定しない。 

 

３．７．２  起動問題（Invoke Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．３  結果応答問題（Return Result Problem)  【技別 13 に準拠する】 

３．７．４  エラー応答問題（Return Error Problem)  【技別 13 に準拠する】 

４．ダイアログ部（Dialogue portion)  【技別 13 に準拠する】 













ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ 技別 13.1－17



ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ 技別 13.1－18 

 ▽「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータが無いかあるかは「未

サポートアプリケーションコンテキスト名」もしくは「ダイアログ拒否」以外の値の時は、ダイアログ

の異常終了を表し、節 3.2.2 に記述される。△ 

「ＴＣ－Ｕ－アボート」要求プリミティブ内の「アボート理由」パラメータがなしか「未サポート

アプリケーションコンテキスト名」▽もしくは「ダイアログ拒否」△より他の値であるときは、ダイア

ログの異常終了を表し、節 3.2.2 項に記述される。 

    ▽ＴＣユーザがいくつかのユーザ情報を含んだ「ＴＣ－開始」指示プリミティブを受け、それが



ＮＴＴ－Ｑ７７４-
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ＮＴＴ－Ｑ７７４-１ 技別 13.1－22 

ンを提供する。このエンドエンドコネクションをトランザクションと呼ぶ。 

 トランザクションサブレイヤﾉ手順では、全てのコンポーネント、および（存在するなら）ダイアログ部を

含むＴＣメッセージを特定のトランザクションに対応づける。 

 トランザクションサブレイヤは、ＴＣメッセージのトランザクション部（メッセージ種別とトランザクショｼ6(8�6-１ﾈ6x8�985X4�5h8x99YH��8�6(5ｨ*俤ﾘﾁ87ﾌ.奢xｳ一8リﾜむ １-１ １１






